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１ はじめに 

北海道開発土木研究所では、かねてより携帯電話のようなモバイルのインターネット端末がカー

ナビなどの車載機器と融合し、車がネットに常時接続された状況になるものと考え、車自身がネッ

ト上に分散する情報源から車両位置やドライバーの嗜好に合わせて情報を選択的に得るための技

術が必要と考えてきた。 
これまで当研究所では、高度情報通信社会における情報流通の基礎技術と言えるインターネット

次世代言語 XML（Extensible Markup Language）ベースの道路用 Web 記述言語 RWML(Road Web 
Markup Language)の開発を共同研究グループと行うとともに、インターネットやモバイル情報端末

などの先進情報通信技術を活用して道路情報や気象情報、観光情報等を利用する地域 ITS 実験プロ

ジェクトを、平成 13 年度からドライブ観光支援の夏期郊外型実験と都市交通渋滞対策の冬期都市

型実験として官民共同で行ってきた。 
冬期間、札幌圏では都市部を中心として、路面凍結と大雪により朝の通勤時間帯における交通渋

滞が日常化しており、冬期道路交通の円滑化を確保することは、都市機能が集積する札幌都心部の

重要な課題となっている。 
本発表では、道路利用者への情報提供による交通渋滞対策として平成 14 年度に実施した“スマ

ート札幌ゆき情報実験 2002”の実験概要と参加者へのアンケート調査結果から、情報提供による冬

期道路交通の円滑化の可能性について報告する。 
 

２ XML 技術の活用 

XML は、一般的なホームページの記述言語である HTML の記述方法を拡張し、その情報が機械

にも理解可能な(機械可読性のある)データとして扱われるよう、その拡張の仕方を一般化して定義し

たもので、それによりインターネット上でデータを流通させることが可能になる。この XML 技術を

道路情報分野に活用するため、北海道開発土木研究所を中心とする共同研究グループでは、道路用

Web 記述言語 RWML を策定し、改良を行っている（RWML 仕様公開サイト http://rwml.its-win.gr.jp/ ）
1)。 
本実験では、この RWML を使い、情報の収

集から加工、提供を行なった。情報の流れは、

道路情報や気象情報のデータフォーマットを

RWML で記述することで、インターネット上

に分散して置かれている各情報のデータ交換

を可能にし、インターネットを介してデータ

を収集、利用者のニーズに合わせて加工して、

利用者の携帯電話やパソコンに情報を提供し

た（図１）。 
                      図１ 情報提供の収集から提供まで 

３ スマート札幌ゆき情報実験の概要 

この技術を活用し、きめ細かな道路・気象情報を市民に提供することで、マイカーで通勤する市

民に対し時差出勤や公共交通への転換などを促し、冬期の気象条件に応じた交通需要マネジメント

により渋滞緩和を図ることができないか実験調査を行ってきた（図２）2)3)4)。 
実験の実施は「スマート札幌ゆき情報実験協議会※」が行った。この協議会は、北海道開発土木研

究所を中心に“地域部会”として札幌圏の道路管理者、また、“研究部会”として当研究所が行っ

ている公募型官民共同研究「移動中の高度情報通信社会流通情報の利用技術に関する研究」の冬期



第 15 回 雪と道路の研究発表会（平成 15 年 1 月） 

実験に参加している機関で構成されたもので

ある。平成 13 年 12 月から一般市民から実験

参加モニターを募集し、平成 14 年１月 17 日

から２月 28 日まで、モニターの携帯電話やパ

ソコンに電子メールと Web により、４つのタ

イプの情報提供を行った。 
 

３．１ 情報提供のタイプ 

［タイプ① 通勤・通学ゆき情報（図３）］ 
通勤・通学する人などに、希望するエリア

（札幌市内 10 区と江別市、北広島市、石狩市）

の降雪量、気温、路面状態などを夕方と早朝

の２回、電子メールと Web で提供した。夕方

は18時に翌朝６時までの予測降雪量と６時の

予測天気、最低予測気温を、早朝は７時に６   図２ スマート札幌ゆき情報実験 2002 の背景と目的 
時の気温と 18 時から６時までの降雪量、６時 
の路面状況を提供した。 

また、電子メールの配信条件を毎日、平日（月～金）、カスタ

マイズ設定の３つのパターンからモニターが選択できるように

した。カスタマイズ設定は、最低気温が-８�を下回った場合、18
時から６時までの降雪量が 10cm を上回った場合、非常に滑りや

すい路面が観測された場合の３つの条件を組み合わせて、モニタ

ーが電子メールの配信条件を設定できるようにした。 
［タイプ② 札幌ゆき情報］ 
札幌市内を移動する場合の参考となる、市内各地の交通ターミ

ナルやスキー場などの気温実況と１時間及び３時間先の降雪量

予測、３時間先の天気予測情報を Web で提供した。 
［タイプ� 事業者向け情報］ 
市内と郊外を移動する事業者の運転手をサポートするため、

移動経路の道路情報や気象情報を Web で提供した（モニター限

定）。 
［タイプ④ ユキの窓］                    

通勤・通学ゆき情報の内容を実験のキャラクター「ユキ」が、

表情豊かに楽しくナビゲートするもので、モニター同士が情報

交換できる伝言板を設けた。 
 

３．２ 実験参加モニター                   図３ 通勤・通学ゆき情報 
実験に参加したモニター数は、情報

提供タイプ①②④の合計で 776 人がモ

ニターとして登録した。 
実験参加モニターの居住地分布をみ

ると、札幌市内からの参加者が 690 人

で約９割を占め、それらの参加者は市

内各区にほぼ均等に分布している。ま

た、情報提供端末別にみると、473 人

61%のモニターが携帯端末、271 人 35%
がパソコンによって情報を入手してい

た(図４) 。 
「通勤通学ゆき情報」におけるメー

ル配信パターンをみると、毎日のメー   図４ 情報端末別モニター数    図５ メール配信パターン 
ル配信を希望したモニターが 611 人                     別モニター数 

【夕方18時提供情報】 
・翌朝の予測降雪量（18時－６時） 
・翌朝の天気（６時） 
・翌朝の最低気温 
【早朝７時提供情報】 
・朝６時の実況 
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・路面状況 
【情報エリア】 
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84%で最も多く、次いでカスタマイズ配信が

83 人 10%、平日配信が 50 人６%であった(図
５)。 

実験モニターの推移をみると、実験開始の

平成 14 年１月 17 日より実験終了の２月 28
日までの約１ヶ月半で、実験モニター数は着

実に増え続け、最終的に 776 人となった（図

６）。 
本実験が北海道新聞の朝刊や携帯電話ニ

ュース配信サービスの J-sky ステーションな

ど、広報効果の高い媒体にて紹介された直後

にモニター登録者数が急増していることか

ら、本実験にて提供される冬のゆき情報が市

民にとって潜在的ニーズの高いものである

ことが伺える。 
実験 Web サイトの「スマート札幌ゆき情    図６ 実験参加モニター登録者数推移 

報実験 2002」ホームページへのアクセス数

は、実験期間中の約 1 ヵ月半で、約 8,000 回

のアクセスがあった。最大アクセス数を記録

した 2 月 14 日は、札幌地域がこの冬一番の

冷え込みを記録した日である。前日の北海道

新聞などで当実験が紹介されたこともあり、

アクセス数が多かったものと考えられる（図

７）。 
 

３．３ アンケート調査 

本実験では実験モニターに事前・実験中及       図７ サーバアクセス数 
び実験後のアンケート調査を実施し、冬期の 
生活や通勤・通学の現状における気象情報等       表１ アンケート収集結果 
の利用実態や満足度の把握、実験期間中の情

報の利用状況、交通行動の変更の有無、実験

に対する評価、今後の情報提供の活用意向な

どを調査した。 
このアンケート調査では、379 名からの回答

がよせられた。（回収率 49％）このうち、マイ

カー利用者からは期間中の行動記録を含む事

前・実験中アンケートが 88 件、実験後のアン

ケートが 104 件の回答がよせられた。（表１） 
 

４ 通勤・通学ゆき情報の実験結果 

４．１ 提供された情報について 
図８、９、10、11 に、本実験において提供された情報が参考となったか、その際に最も参考とな

った情報項目及び参考となった理由等に関する回答結果を示す。 
・実験モニターの約 80％（マイカー利用者：83 人、マイカー以外利用者：201 人）が、提供された

情報はマイカーでの通勤・通学に「参考になった」と回答している。 
・その際、最も参考となった情報項目は、翌朝までの予測降雪量の回答が最も多く、マイカー利用

者で 60％、マイカー以外利用者で 45％を占めている。 
・マイカー利用者の 60％が、情報は出発時間を変更する際の判断基準の参考になったと回答してお

り、50％が安心感の増加や運転時のストレス軽減の面で参考になったと回答している。 
・マイカー以外利用者においても、通勤時の出発時間や外出時の時間調整の際に参考となったとの

意見が多くみられた。 

0

400

800

1200

1600

2000

1/15 1/20 1/25 1/30 2/4 2/9 2/14 2/19 2/24 3/1

ア
ク
セ
ス
数

（
件

）

2/14：1879件
最大アクセス数記録

実験前・実験中
アンケート

実験後
アンケート

札幌ゆき情報
322名 341名

通勤・通学ゆき情報
マイカー利用者 88名 104名

通勤・通学ゆき情報
マイカー以外利用者 244名 249名

300

400

500

600

700

800

1月
16

日

1月
21

日

1月
26

日

1月
31

日

2月
5日

2月
10

日

2月
15

日

2月
20

日

2月
25

日

日付

ユ
ー

ザ
ー

登
録
数

（
人

）

1/22
500人突破

1/17
400人突破

2/5
600人突破

2/14
700人突破

1/16：NHK北海道ニュースで紹介 

2/13：北海道新聞朝刊で紹介 

2/13～15、2/18～23：J-skyステーションで紹介 



第 15 回 雪と道路の研究発表会（平成 15 年 1 月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 提供された情報が参考となったか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 参考となった情報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 参考となった理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11 どのような行動をとるのに参考となったか 
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４．２ 情報提供による行動変更の有無 

図 12 に、今回のパソコンや携帯電話へのメール及び Web での情報提供により通勤・通学行動を

変えたかというマイカー利用者への設問に対する回答結果を示す。 
 

・マイカー利用者の 60％が出発時間の変更や経路、交通手段の変更など、情報提供により何らかの

交通行動の変更を行った。 
・行動変更の内容は、情報をもとに出発時間を変更したことがあるが 54％と最も多く、次いで通勤・

通学の経路変更が 23％と回答している。 
 
４．３ 実験参加による冬の交通行動を変更する意識 
図 13 に、今回のような実験に参加することで、冬の交通行動を変更する（例えばマイカー通勤か

ら地下鉄利用に変えるなど）意識を持つことにつながるかという設問に対する回答結果を示す。 
 

・マイカー利用者の場合モニターの 49％が、またマイカー以外利用者の場合モニターの 62％が実験

への参加により冬の交通行動を変更する意識を持つことにつながると回答している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12 情報提供により通勤・通学行動を変えたか 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13 実験参加が冬の交通行動を変える意識を持つことにつながるか 
 
 

４．４ 実験期間中の路面・気象状況を考慮した交通行動変更 

図 14、15 に、実験中アンケートにおける交通行動の変更記録の集計結果を示す。 
 

・今冬は暖冬で降雪も少なかったため、路面・気象状況を考慮した交通行動変更は、マイカー利用

者で合計 125 件（全体の 7.5％）であり、そのうちの 94 件（75％）が「出発時間の変更」であっ

た。マイカー以外利用者では交通行動の変更が合計 285 件（全体の 5.5％）で、そのうち 91 件（32％）

が「出発時間の変更」であった。 
・マイカー利用者及びマイカー以外利用者ともに、出発時間を変更した際の判断材料となった情報

は、「メール配信された情報」が 50%以上で最も多く、テレビやラジオのニュース、自宅周辺の積

雪状況を上回っている。 
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図 14 実験期間中の交通行動変更記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 出発時間を変更した際の判断材料 
 
 

４．５ 出発時間変更の記録と路面・気象状況の関係 

図 16 は、実験期間中の日々の行動記録を示したものあり、出発時間の変更を行ったモニター数と

路面・気象状況の関係をあらわしたものである。 
 

・マイカー利用者については、2 月 15 日の記録からもわかるように、路面状況、気温、降雪量とも

に厳しい条件の日には出発時間を変更するモニター数が多くなっている。 
・また、路面状況が悪い日は出発時間を変更したモニター数が多く、メール情報を判断材料として

いる割合が高くなっている。 
・マイカー以外利用者についても、路面状況が悪い日には出発時間を変更したモニター数が多くな

る傾向が顕著であり、メール情報を判断材料としている割合も高い。 
 
４．６ 情報提供による交通行動と冬の通勤時間の関係 

図 17 に、マイカー利用者に関し、情報提供による交通行動の変更の有無と冬期の平均通勤・通学

時間及び最大通勤・通学時間の関係をあらわしたものを示す。 
この場合の最大通勤・通学時間とは、大雪や路面凍結等により渋滞した際のおおよその通勤・通

学時間である。 
 
・冬の平均通勤・通学時間が 45 分よりも短く、最大通勤・通学時間も 60 分より短いモニターをみ

ると、提供された情報により通勤・通学行動を変えた人数と変えなかった人数に大きな違いはみ

られない。 
・これに対し、平均時間が 45 分よりも長く、最大時間が 60 分よりも長いモニターでは、情報によ

り交通行動を変更した人数が変更しなかった人数の３倍となっており、情報がモニターの交通行

動に与える影響が強くあらわれている。 
・平均の通勤通学時間が比較的長く、かつ、雪の影響等により渋滞時の通勤・通学時間が大幅に増

える人ほど、情報により行動を変更する傾向がある。 
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図 16 路面及び気象状況と交通行動変更の関係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 冬の通勤・通学時間と交通行動変更の有無の関係 
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５ まとめ 

今回の実験を通し、以下の結果が得られた。 
・実験モニターの約８割が提供された情報は、冬の通勤通学行動等に参考になるものと評価してい

る。 
・マイカー利用者の約６割が提供された情報により、実際に通勤通学行動を変更している。 
・提供された情報は、出発時間を変更する際の判断材料に用いられる場合が多く、テレビ・ラジオ

のニュースや自宅周辺の積雪・天気などよりも参考とされている。 
・路面状況、気温、降雪量ともに厳しい条件の日、また、路面状況が悪い日には交通行動が変更さ

れることが多く、メール情報が判断材料とされる割合も高い。 
・通勤通学の所要時間の大小によって、情報を得て交通行動を変更する傾向に違いがあるため、利

用者の出発時刻にあわせた情報提供なども、交通行動を変更する際により効果が高まるのではな

いかと考えられる。 
 
以上のような結果は、冬期の道路気象情報を適切に道路利用者に提供し、時差出勤やマイカーか

ら公共交通への転換を促すことで、交通渋滞の緩和や交通の円滑化につながる可能性を示すものと

いえる。 
 

６ おわりに 

本実験の結果を踏まえ、2002/2003 年冬期には実験期間を延長して実験を行い、道路利用者への情

報提供が冬期における都市交通問題を解決する有効な手段の一つであることをさらに検証していく。 
最後に、多大なご協力をいただいたスマート札幌ゆき情報実験協議会※の参加機関各位に感謝の意

を表する次第である。 
 

 

 

※スマート札幌ゆき情報実験協議会参加機関 

  独立行政法人北海道開発土木研究所 

 （財）道路新産業開発機構 

【地域部会】 

北海道開発局、札幌市、北海道、日本道路公団北海道支社 

【研究部会】 

(株)アラ／シーエヌアイ(株)、(株)エヌ・ティ・ティ・データ／パシフィックコンサルタンツ(株)、 

沖電気工業(株)、札幌総合情報センター(株)、住友電気工業(株)、(株)東芝、 

(財)日本気象協会北海道支社、富士通(株)、三菱電機(株) 
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